










a victoire avant tout sera 
D
e bien voir au loin 
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書物を紹介しながら自家の議論を提示するというスタイルで一貫してる。初回の「蝦夷日誌」 （一九五二・九） 、タイトル通り〈蝦夷日誌〉と総称される松浦武四郎（竹四郎）の著作群を取り上げ、そして「狂歌百鬼夜狂」でも、まずはタイトル通り江戸後期の狂歌集を取り上げるただし、エッセイのタイトルにそのまま取られ る狂歌集にとどまらず、さらにポール・ヴァレリー「サンボリスムの実在」およびアルマン・ホーグ「シレジイの文学」というフラン 人 よる文章 取り上げ
視野を広げているところに特徴がある。
以下本稿では、石川の重要なエッセイ「江戸人の発想法について」



























天明狂歌はその発祥に於て青春の運動であり、老朽の徒はかへつてこれに参加しないといふ事情があつた。この運動が生活上に発見した意味はただちに文学上の価値につながる そ 価値のつかまへられたところ 、前代の伝統の外 出 、ま 後世 亜流 中に無い。発明はかならずしも様式にはなくて、じつに人生観にあつた。すなはち、狂歌の歴史では、天明狂歌はその人生観 於て古今に孤立してゐることになる。 （四四一）
これは既に「江戸人の発想法について」でも概ね述べられていたこと
だが、そこにおいてかなり圧縮的で早口に述べられていたことが今回は丁寧に説明される。すなわち、朱楽菅江「狂歌大体」 （諸本に異同 あるが石川は《天保己亥春三開板の刊本に拠る》 ）を踏まえて、前代の狂歌との距離を測定してみせ、 《作者の精神の位置の相違》 （四四二）について、次 よう 述べる。
貞柳にとつて、狂歌をつくる生活と菓子をつくる生活 のあひだに、いかなる次元のちがひがあつたか。狂歌と菓子とはおなじ生活上の仕事であつて、こ 二枚看板のもとに貞柳の全人格があつたと見られる。狂歌は ひに貞柳個人の手仕事の域を出ない。すなち、ここでは狂歌師の幸福も菓子屋 幸福も一つ釜でまかなは て
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天明狂歌のかぎりでは、 「狂歌は歌の俳諧なり」 ［ 「狂歌大体」 ］と
いふ菅江の陳述は絶対に正しい。この陳述には、生活 俳諧化といふ具体的操作が必至に対応してゐる （四 三）
と、 《生活の俳諧化》が言われる。
それで、まず《俳諧化》についての確認がなされる。
俳諧化とは、一般に固定した形式を柔軟 ほぐすことを ふ。これをほぐすためには、精神は位置から運動のはうに乗り出さ くてはならない。ことばの操作についていへば、表現上の規定の中に流行
を導入するために、雅言に俚言をまじへることは苦しからず。ただ技術的に重要なことは 昨日のことばに生命をあたへるやうに、また今日のことばに我儘をゆるさないやうに、雅言と俚言との緊張関係の上にあたらしい表現法 発見するといふことである。狂歌といへども、ことばとしての品位をうしなつてはならない。しかし、品位に気をつかひすぎる 、狂歌は もすれば本歌のできそこなひになりたがる。最高の歌格に於て、よく狂歌の体をえて、新風の美打出する。朱楽菅江といふ歌学者の著眼 かならずやここにあつた。 （四四三、四四四）
では、このような《俳諧化》の評価を踏まえて《生活》と関わらせる
とどうなるのか。






称であつた。したがつて、天明に謂ふところの狂名は、前代とも後代ともちが て、個人の身に即した雅号のたぐひには似ない。何の名でもよし、無名であつてもよい。その真の意味は読人不知と ふことであつた。といふのは、狂歌は仕事ではなくて、運動の方法であつたからである 狂歌の歴史を説くひとは後鳥羽院のとき 柿本栗本のことをいふ。柿本はよ つねの歌、これを有心と名づく。栗本は狂歌、 れ 無心 いふとある。後世 狂歌師はその文学もしくは商売の系譜に於てかの無心座 市井に落ちた末孫のやうではあるが、天明の青春はすべ の系譜と決裂したところに狂歌 方法する美的生活の血路をひらいた。これは商売 なるは しではない。その代りに、和朝の文学史にあつて、前後 類型を見ない奇怪なる芸術運動 突発してゐる。 （四四四、四四五）
このように〈俗中に仕掛けられた虚構の人格からなる虚構の生活とし
ての天明狂歌の運動〉ということが言われ、それがいかなる系譜からも切れた空前絶後のものであることが言われる。
すでに狂名が無名にひとしいと れば、この美的生活の形態は仮世の がたなのかも知れない。あそびといふか。さういつても、この仮の世のすがたには青春の幸福がそつくり賭けられ の賭は狂気 しわざか、達観のはたらきか。狂気 達観とに係らず生活と文学とを一本 通して、俗中に於け この虚構の世界よりほ










四方赤良、朱楽菅江 いふ二箇の達人の大神通に依るものと見るほかない。ひとはげんにどこの人別帳 も無い狂歌師といふ荒唐無稽の身分が俗悪繁昌の世間の ん中に創立されるのを見た。これはあきらかに天明の発明であつた。 （四四五）
天明狂歌運動が打ち出した虚構の生活、その美的生活の形態は《仮の




































かれらは読者の量を取りこむこ を ぱり刎ねつけるのみならず（ここのところがかれらとレアリストとちがふ。レアリストは大印刷部数をよろこび、統計上の栄誉 好み、つひ 売上噸数に依つて価値を量るに至つた） 、なほまた毅然としてもつともすぐ たる階級に影響力をもつところの人物も くは人物群の判断を拒否する。かれらはもつとも勢力ある文芸欄に拠るところの批評家の判決と嘲弄とをバカ して笑ふ。 サルセエ、フウキエ、ブリュヌティエール、ルメートル、アナトール・フランスをのの ……そして、かれらはまた公衆の恩恵の利益をしりぞけ 名誉をないがろにするが、反対にかれらの殉教者でもあり美徳 模範でもあるところの、かれらの聖者と英雄とを称揚する。かれらの讃め ひ びとはみな苦 んだひとびとであつた。エドガー・ポオは極度の窮迫に死し、ボードレールは追跡され、ウァグネルはオペラで口笛をふかれ、ヴェルレ ヌとランボオと 浮浪者かつ嫌疑者で 、マラルメは下廻りの雑報記者にす あなどられ、ヴィリエは屋根裏の床
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に臥して、かたはらにはただかれの原藁とかれのシープル［キプロス］およびエルサレム王国に於ける称号とを納めた小さい鞄があつた。 （ポール・ヴァレリイ「サンボリスムの実在」 ） （四四六、四四七）
この引用の直後、石川は《サンボリスム運動のことをいふのは、そこ
に天明の狂歌運動と相似たるものをさがすためではなく、逆に相似ざるものを見るためである》 （四四八）と述べる。先ほどの《今天明の狂歌運動に封して、もし西欧近世の文学史に事の相似たるものをさがすとすればなにか》 （四四六）という文言と矛盾するようであ が、このあとの議論を追えばだんだん分かって来るように、類似性と非類似性とを併せ持った両者の比較 通し、非類似性からそれぞれ 特徴を浮かび上がらせ、新たな認識を得ようとする試みであることが宣言されていると理解すれば良かろう。
石川は右に引いたヴァレリーの論をなぞり、同論のさらに他の箇所か
らの引用も交えつつ、 《 「多数投票の抛棄といふ共通の決意」 》 《この一点に於て一致したサンボリストは、みづから外部 仕掛 手を切つ 代りに、かれらの雑誌、かれらの出版、かれら 内部批評をもつた。ヴァレリイはこれを「価値の秩序に於ける一種の革命」と呼ぶ。この革命はあたらしい精神のメカニスムに参加するところ あた しい公衆をつくつた。サンボリストが書くのは「既存の願望もしくは要求 満足させるためではなくて、この願望こ 要求をつくるといふ目あてのため」であつた。これらの選ばれたる芸術家はみづか 発明した生活の仕方 於て
 
happy few
 にちがひない》 （四四八）と述べる。 《しかし、その生活条
件は決して地上の幸幅をまかなふものではな た。反封に、みづから












































《いかにも、一九三六年に、この五十年記念を祝うことは、一九三六年に、将来永久に一八八六年の「象徴主義」として残る一事実を創設することである》 （佐藤訳一〇八頁）と自家のエッセイの狙いを述べ、サンボリストに対する《 「晦渋」 》という批判に対して、 《マラルメ、ヴェルレーヌ、ランボーの刊本の、売上げ部数［略］そ 数字は当初以来、ことに一九〇〇年以来、増大してやまぬのである》 （佐藤訳一二七頁）と石川も踏まえるよう 擁護するものの、サンボリスムが生み出された時代にあったような条件がもはや存在しないことにつ て、次 ように述べている。
　
二十世紀が始まって以来かくも際立ってきた人事百般の大いなる
















を軽蔑する》という唯一の共通点を《支配するものに絶えず抵抗するところの芸術家の結合が社会的にその意味と位置とを発見した》と理解したとしても、それが サンボリストの時代のみならず、ヴァレリーが筆を執った一九三六年頃に（あるいは、ヴァレリー没後になるが、石川がこのエッセイを書いてい 一九五二年頃 も）まだ継続してい という含みは全くない。
すなわち、ここでは明らかに積極的な読み換えが石川によって実践さ














ろ方法の効果であつたと考へるべきだらう》 。 《ここのところは、方法に於て決して一致しなか サンボリスムの事情と完全に相違してゐ》て、 《歌の秩序に於ける一種の革命であつた》天明狂歌の《この革命的方法に於て、天明狂歌はその身分職業の別にも係 ず完全に一致 た》 。
相違はそれのみでなく、生活にも現われる。 《マラルメを感動させた》
《ヴァグネルの音楽は精神にひびいて生活全体をうごかしたはずだが》 、《蜀山が好んだ》 《河東節は心情にうつたへて生活の雰囲気をつくつたにとどまるだらう》 。ただ、 《生活の雰囲気をつくつたにとどまる》とは言え、 《おそらく明清の詩人の美的 摸倣》 （四五〇） して彼 なの《美的生活》を発明し、 《美学にエトランヂェ はなかつ 》 。 《したがつて、サンボリストに共通 ただ一つの否定ほどに強烈 否定は、天明には見られぬものである》 。《凡俗否定を極に配置しても、また著意して外部の仕掛と絶縁したにしても、美的生活が設定されたところはその否定したばかりの凡俗 まん中であつた。俗中に別世界 地歩 占めた狂歌師はたしかにレアリストではなかつたのだから、すべて 外部の「批評家の判決と嘲弄」とを笑つて、 「統計上の栄誉」をもとめることはしなかつた であらうが、かならずしもことさらに「公衆の恩恵の利益」を りぞけてはゐない。すくなくとも、天明狂歌は後世の大学校の文学講座から締め出されたや






生活全体は運動に賭けられてゐた》 。これに対して、 《狂歌師と ふ架空の人格は俗中に透明のものであつて、そこにはたらくエネルギーが見えない。すな ち、労働が見え 》 。
この〈エネルギー〉＝〈労働〉が見えない狂歌師のあり方については、




「狂歌百鬼夜狂」に先立つエッセイ「娯楽について」 （ 〈夷斎筆談〉 『新潮』一九五〇・一一）において、 《この才能の たらきだけを分離的に文学上の運動として押し出 て、作者の生理はそこから遠く別の座に置き
24




の基本に於てすでにこれだけ 相違があると 運動 さきに行つて かなる相違を見ることになるか》 （四五一） 問う。《ヴァレリイはサンボリスムの実在を論じて、今日に支配するものにもつともつよく対立す 精神をそこに見て、最後にかういふ。 「かつて象牙の塔はこれほど高く見えたことはなかつた。 」 》 《おもへば、象牙しろ真珠にしろ、芸術の歴史に一基の塔を建てたも はサンボリスト労働力であつた。そこには芸術家の位置 エネルギーが秘め れてゐたはずである》 。ここでも、 〈労働力〉が言われ、 〈エネルギー〉が言われる。そして、続けて、 《塔が崩れたのち、なにが残つたか。なにも残らぬ










はだてた狂歌運動も、ま 美的生活にささやかな願望をつくつたも ではあつたのだらうが、かれら 創立した狂歌師 ふ荒唐無稽 身分やがて階級として運動すべき芸術家の結合の核となるには至 なかつた》 。しかし、それは《當然 ことである。すぐ消え ものが狂歌師であつ のだ ら。結合の性質が全く異なって た。 《階級として 芸術家の結合 はサンボリスムにはあったが、天明狂歌 はないも であった。《かつての達人の幻術、かへりみれば遠い花火である》 。ならば、天明狂歌運動は所詮、今日的課題と 全く無縁のものと見るほかな だろうか。いやいや、そうではない。 《さういつても、この仕掛花火の中に
25
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赤良菅江のともがらが歌の秩序に於て はだてた一種の革命は、おそらく生活の秩序への倦怠に対応するものだらう。さうとすれば、狂歌師の粋な反撥の中にも、なほちとの嘔吐と食慾とが発見さ るかも知れない。たしかに、天明狂 はそのウソ 効果に於て歌の場よりもむしろ生活の場にあたらしい貨幣の音をひびかせたや である。 （四五三）
天明狂歌における和歌の《俳諧化》が《ウソの効果》と捉え返される。






狂歌百鬼夜狂一冊 これ魔法の書か、ウソツキの書か、幸福の書か》 。この問いかけには答えず、オープンにしたまま 《ただわたし 目前には、よく歴史的時間をくぐり抜けて来たところの、一冊 うすつぺらな古本が残つてゐるだけである》と、必ず書物 と寄せて議論を提出するというこの「夷斎清言」シリーズのパター 則す形で 書物 物質的実在性の疑い うのなさを強調し、自らの最後の問いかけについてはやや韜晦する格好で、石川のエッセイは閉じ れる。
こうして、①天明狂歌運動の特徴、②フランスのサンボリスム運動の
特徴、③両者の類似点 相違点 そしてそこから引き出さ 現代的課題としての《階級としての芸術家の結合》 在不在、という順序で述べられて来た石川のエッセイは、最後に ④天明狂歌運動の可能性を二十世紀初頭の前衛芸術家の特徴と重ね合わせて、その現代的意義をほ めかす、という ころまで進んで終わって る。
一見、古いものを持ち出して優雅に「清言」を連ねているかに見えて、
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は、その最後の口実を文学に与えた。 「アルコール」の最初の詩句から漠然たる倦怠がなげいてゐる。 「つひにおまへはこのむかし世の中にうんざりする。 」 ［ 『アルコール』冒頭の詩篇「ゾーン（Z
one ）の一節］ 」さう、あまりにむかしの。 「ここでは自動車さへ
もむかしふうの様子をしてゐる。 」 ［同］詩人の苦悩の最初の理由。ひとは詩人の潑刺たる反撥 中にこの嘔吐とこの食慾とを発見する。すべての貨幣が古い世の中では、何 り もあたらしい音がるものを見つけること。　
爾來、ウソよりほかに青春の回復はおそらく無い。悪魔よりほか





中の裏側をつかまへることにあるだらう。といふのは、この側はすくなくとも未刊だ らである。無秩序の柔軟な若さ。だが神は、原初の時に世界を作った時、穢れ く新奇なものとして作った。今度自分の番が回ってきて世界を再創造する 際して、アポリネールは、どんな連帯が彼を彼の先人であ 神 結び付けてくれるのか感じ取るだろうか？
　
もし詩人の冒険が神の冒険をやり直すものなの
だとすれば、ウソはもはやたいした問題にはならない。なぜなら、あらゆる創造はかつて存在していたものに対する侮辱 のだから。「ついに僕はウソを恐れない」 ［ 『アルコール』所収の「婚約（
L
es 
























































































と、美術批評や詩・小説の創作を続けたアポリネール。この芸術家の世界認識・芸 観の特質を、ホーグは詩集『アルコール』 （一九一三）の特に冒頭に置かれた一篇「ゾーン」ほかの詩句を引きつつ、 《ウソ》という言葉に凝縮する形で説明している。
今日の教科書的記述において《彼のいわゆる「新精神（エスプリ・
ヌーヴォー） 」が存分に発揮されたのは 全ページから 読点をいっさい排除した詩集『アルコール』においてであった 巻頭に置かれた詩篇「ゾーン」は「ついに
　
おまえはこの古びた世界に飽き果てた」と語り








































prisonnier, en juin 1940, au cours de la défense de D
unkerque, j'ai 





















fut fondée; j'y parlai de nos lettres, du génie de la F
rance. Il en 
aura été ainsi partout où des F




e dans les sables de Silésie. ［
p.11, 冒頭の段落］
シレジーにおける文学、しかしフランス文学。一九四〇年六月、ダンケルク防御戦のさなか捕虜となって、戦友たちとともにエルスターホルストの収容所に移送された。人口三千人の地方都市の現役人口にも匹敵する、鉄条網の中の六百人の青年。一つ 大学が設けられ、私はそこで私たちの文芸について、フランスの精髄について話した。フランス人が捕虜になったところではどこでも、バルチック海沿岸でも、シレジーの砂原 おけるのと同様に、 んな風だっただろう。 （試訳）
　　
L
a pureté de la captivité. L




























ent au langage de l'utilité. Ici, entre les barbelés, pas de 
confusion possible. T
oute une partie de la langue, la plupart des 
term
es qui appartiennent au vocabulaire m
échanique et social, sont 
sans valeur, com
m
e une fausse m
onnaie que l'on n'adm
ettrait plus 
à circuler. D






n est sûr, quand on parle de poésie, 
d'atteindre les résonances parfaites que perm
et un discours purifié.
　　
Je tém




orts sont vivants! A
vec nous, dem
i-








































toujours, dans le fond d'une poche, un R




al, ou la V
ie de R
ancé. N
ous avons fait l'expérience du 
contact avec le texte nu, débarrassé de tout appareil critique. C
'était 
toucher la chair des livres. L
es bouleversants m
essages, rajeunis, 
se levaient entre les m
urs de bois. O







ls prestiges, la foi et la grâce 











たち半生者ととも 、彼らはいっそう生き その場にいた。兄弟としてまた援助者として。私たちの手元 書籍はほ んどなかった。いくつかの本文以外は何もなく、参考資料は全くなか た。しかし、フランス人が集まるところでは、 つもポケットの底に ラシーヌ一冊、スタンダール一冊、 『悪の華』あるい 『ランセ伝』［シャトーブリアン］が見付かる。私たちは、批評的装置をすべて取り払われた裸の本文 触れ合うという経験をした。それ 書籍の肉体に触れることであった。木の壁の中で 一新され 心を揺り動かすメッセージが生起 た。私 、ただ威厳ばかりで飾られた作家たちの中から一つの純粋なアポリネールを発見し、信頼と優美さとが遊びの彼方で再発見され （試訳）　　
D
'où, peut-être, deux façons d'envisager la littérature. L
'O
péra 
est beau, honneur aux résonnantes poitrines, aux creux ém
ouvants, 
à ces trilles chatouilleurs des sens, qui nous font vibrer de plaisir 
en notre stalle. A
insi j'applaudis C
hateaubriand. M
ais il y a des 
m
om
ents où nous voudrions autre chose qu'un orchestre, où nous 
préférons nous avancer au bord des déserts.
　　
T
el est le sens d'une L








e, puisque ceux-là dont 
nous parlons nous ont perm
is de vivre. Q
u'on ne s'étonne pas, dès 
lors, si l'ordre dans lequel ces essais sont disposés n'est pas l'ordre 
chronologique. L
es dates n'ont pas grande signification lorsqu'il 
s'agit d'entendre des form






olléans, prophète de la V
ictoire des obscurs, c'est la 
voix, n





























es études, à m





oins vivante que la rum
eur de là-bas, ne les 
ait pas torp refroidies! Je ne désire qu'une chose, c'est qu'en ces 
pages on devine encore un peu du frém
issem













一つ、書かれた時に伴った戦慄を、人がこれら 頁 多少 も再び読み取ってくれることである。 （試訳）
このように、ホーグのこの著書の成立が、 〈戦争と文学〉という問題




















たところから、そつとテイブルの上をのぞいて見た。木炭紙には梅の花が描きかけてある。夫人はもとわたし 友だちのある画家の弟子であつた。そして今その画家の妻になつてゐる。筆は達者にすすめられて行く。梅はつい開かう してゐる。だが、よく見ると、これはただの梅の画ではな つた。花も枝も葉もすべて平仮名の細字をつらねて出来てゐる 、 れらの文字は にかの意味をなしてゐて、はつきりとは判読できなかつたが、歌のやうに推された。　
今時分アポリネールの真似なんかしてゐるのですかと、まあそん
な常談の一つもいひかけるところだらう。し し、はたからの口出しを刎ねつけるほどのきびしさで、海水帽は思ひ深くかたむいてゐて、 「いたづら」といつた当人のこ ばはう のそらと聞え 。それにむかしの夷狄 風狂詩人がカリグラムのいたづらをしたことなど、夫人が知つてゐるはずはなかつ 。おそら 字で ぞ てゐる画も、初心らしい歌も、すべて思ひつめ 心 流露なのだらう。わたしは何ともいひ けずに 籐椅子 はすに引いて、あふむいて空の青さを眺めてゐた。空には雲もなかつた。待つ間 長さを感じさせるやうなものはなにもな た。 （二八〇、二八一）
アポリネールに触れているとは言え、この通りほとんど見せ消ちとも




















es de la paix 
et de la guerre （
1913























ai 1917. 》 （一九一七年五月月七日に名誉の戦死を遂げた、僕の仲間の
うち最も古くからのルネ・ダリーズの思い出に・試訳）という献辞を巻頭に置いて、大戦勃発前の作品を収めた「波（
O
ndes ） 」 、勃発後の作品
を収めた「軍旗（
É







ueurs des tirs ） 」 「月光色の砲弾（
O
bus couleur de lune ） 」 「星
形に傷ついた頭（
L








































愛国者的に っているからだ。彼 負傷後パ に帰り、ナショナリズム風の議論をまき散らす　
一九五二年版の、アポリネールのオペラ台本『カザノヴァ』 （一








したら、彼はドリュ・ラ・ロシェルの道を歩んだか、ブルトンらの方向に行ったか、それ もエリュアールやアラゴンのように、コミュニストの道を歩んだかは、簡単に言い ることはできない。アポリネールと戦争 アポリネールとナショナリズムの問題は、それほどに微妙なのだ。 （飯島耕一「Ⅱ
 評伝アポリネール─二十世紀の




いうデリケートな問題》 、 《微妙な》 《アポリネールと戦争、アポリネールとナショナリズムの問題》の存在が、ここにはっきりと述べられている。このような〈戦争と文学〉という問題系に関わる詩人でありその詩集であったからこそ、石川はいわゆる「戦争未亡人」を描きつつ目下の戦争への批評的距離を込めた作品の中であえて言及し、作品の主題に関わる奥行きを組み込んでいたに違い い。
（三） 「祈禱と祝詞と散文」─ペギー・戦争・荷風
このように「雪のはて」においてはアポリネールであったが、第一次
大戦と関わった文学者、しかもやはりナショナリズムや戦争との関係における評価・位置付けについてデリケートな問題を孕み、両義的・多義的である存在に触れたエッセイを、石川は戦時中にもう一篇発表している。 「祈禱と祝詞と散文」 （ 『現代文学」一九四二・五）である。
小説「雪のはて」に二ヶ月先立って発表されたこのエッセイについて
















さて、 「狂歌百鬼夜狂」を読み、 《天明狂歌運動》 、 《サンボリスム運動》 、







に、天明狂歌師はそれ以前のすべての狂歌師と作者的人格に於てかならずしもおなじで ない。狂歌師はみな 名をもつてゐる。これは天明でもその前後でも変りがない。ただ天明に至つて狂名の意味の一変してゐるのを見る。かつて狂歌師の狂名は一般文人の雅号、俳諧師の俳名とおなじく、その名の中に作者が存在してゐた。すなはち有名人格であつた。しかるに天明狂歌師はその狂名 中に不在である。すなはち無名人格である。いひかへれぱ、読人不知といふことにほかなら い。かつて芭蕉俳諧の連歌は、世界が出来上つたとき、作者の名を忘れさせた。今 万歳 集 作者が名を抛棄するこ から世界を築き上げてゐる 狂名がふざけてゐると、ひつぱたいてみても、作者 そこにゐない。この簡単な事実を説明するためには、複雑 はまる天明狂歌師の列伝を本に書か くてはならないだらう。たとへば 天明狂歌に於ける蜀山の位置は元禄 俳諧に
於ける芭蕉のそれに当り、また万歳狂歌集の撰者たるかれの位置は古今集の撰者たる貫之のそれに当るべきだが、しかも蜀山といふ存在はみづから現象化するといふ仕方によつて芭蕉貫之といふ存在を俳諧化してゐるやうなものである。　
明治以後、はるかなる芭熊俳諧の連歌からわづかに卑近なる一句
立の発句を抜き取ることしか知らないやうな 通俗鑑賞法 世におこなはれてゐるていであ 。たぶん、人間と仕事しか見ようとしない外国人の文学観伝来のさもしい料簡だらう。証拠を見たうへでなくては神を信じないといふものの態度に似てゐる この鑑賞法の眼鏡をもつて天明の狂文学の場に臨んだ すれば かならずや満目空白にしてなにものをも見とどけられない う。けだし 天明狂歌は仕事ではなくて運動であり、天明狂歌師は人格ではなくて仮託だからである。しかし、後世 見そこなひこそ昔日の風狂詩人どもの思ふ壺にちがひない。かれら して我事成れりと草葉 かげでほくそゑましめること る みすみす敵 術中におちい とは、このことである。 （ 『石川淳全集
 第十二巻』三三四、三三五）
この天明狂歌における《作者的人格》のあり方の独特さ、 《無名人格》
化、 《現象化》 。ほぼ同じことが、 「狂歌百鬼夜狂」においては次のように語られていた。
たとへば前述の百物語の夜にしても、そこにあつまつた人間のバケモノどもはその身分に於て武家もあり町人もあり、その職業に於て宿屋、汁粉屋、たばこ屋、袋物屋、差配などさまざま あり、またその学識に於て和学、漢学、もしくは無学とわ れてはゐるが、す
38




































































































を提示していたこと。しかるにその後、 「虹」 （一九五四）という〈革命小説〉的性格と形而上学性とを併せ持つ作品を挟んで、 「紫苑物語」 （一九五六）といった抽象度の高い、同時代から一定の距離を取った作品群へと転換して行ったこ 。こ ような作品史的事実を踏まえれば、 「狂歌百鬼夜狂」 （一九五二・一〇）に読み取れる世界観・芸術観は五〇年代前半の政治史 に体制選択 の流動性が多少なりとも見ら た時期、講和条約問題（全面講和／片面講和）あたりから、被占領終結・一応の「再独立」を挟んで、いわゆる「五十五年体制」成立──社会党統一や保守合同、共産党 分裂解消 よ 体制選択上の流動性の収束──までの限られた時期のことではあるが、確かに石川が抱いた芸術観・芸術家観 あり、確かに石川がそこに賭けた芸術観・芸術家観であったに違いない。
すなわち、 「狂歌百鬼夜狂」は以前からの天明狂歌評価と石川のその





































石川が特に引用していない箇所で、オペラ座に於ける「タンホイザー」初演失敗の際にヴァーグナーを支持者 た者たちへの評価に用いられた表現である。もともとスタンダールが「赤と黒」 （一八三〇）や「パルムの僧院」 （一八三九）などの献辞に用いた表現であり、ヴァレリー「スタンダール」 九二七 も《
































触れて、 《俳諧にはかぎらず 漢の事は和文 あちこちに入りこみしげく、彼我をならべて掲げることは一般にお なはれ 和漢駢事といふ随筆の種目すらあつた。戯作で 澤田東江の異素六帖のごときはもつとも見
るべきものか》 （ 『石川淳全集
 第十六巻』三〇四頁）と述べている。ずば













石川は、前年発表 エッセイ「技術について」 （ 〈夷斎筆談〉 『新潮』一
















































 「雪のはて」 「義経」 「明月珠」 」 『石川淳作品研究─「佳人」か































exte, le plus souvent poétique, dont les m
ots sont 
disposés de m
anière à représenter un objet qui constitue le thèm
e du 
passage ou du poèm


























いろな方面に働きかけること。 「政治運動」 「学生運動 「就職運動」
（5）地
形、敵の陣地、敵 動きに応じ、我が有利 なるよう 軍隊や兵が移動すること。
（6）機械などを動かすこと。 》 （ 『日本国語大事典（第二版） 』 ）と
ある内の
（4）に当たり、 《いろいろな方面に働きかける》以上は、集団性が
含意されていることは言うまでもないが、先ほど「江戸 の発想法について」から引いた ろでも《天明狂歌は仕事ではなくて であり》とあったように、石川における 運動》の語には、 生み出された詩文」だけを問題にす のではなく、 「詩文を生み出そう する営為の全体


























「白描」 （一九三九）において画家・盛大介が《魔が秘蔵すると伝へられる玄妙の宇宙式を掠め取り》と、 《ラプラスの魔》 （ 『石川淳全集
 第二巻』
一九六）に言及すること、 「紫苑物語」 （一九五六）において《知 矢》 《殺の矢》に続く最終段階が《魔の矢》と呼ばれること、また「本居宣長」 （ 『日本の名著
21 本居宣長』中央公論社、一九七〇）末尾で宣長の追尋が読者



























房、一九八九～九二）に拠ったが、漢字は現行の字体 改め 。引用直後にノンブルを漢数字で示して る。
＊＊
　　
引用文中の傍線および［
　
］内の言葉は稿者による。
＊＊＊
 　
本稿は、二〇一六年度日本女子大学・学外研修「日本近代文学作家
の近世文学受容についての研究」の成果の一部である。
